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市
制
四
年
目
を
迎
え
て
大
野
市
は
、
い
ま
市
制
発
展
史
上

に
最
も
意
義
あ
る
一
真
を
記
す
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
は

二
十
数
年
来
の
宿
願
で
あ
っ
た
越
美
北
線
の
早
期
開
通
に

明
か
る
い
見
通
し
の
っ
い
た
こ
と
と
、
さ
ら
に
六
十
四
億

円
と
い
う
巨
額
を
費
し
今
春
漕
エ
し
た
電
源
開
発
と
で
あ

り
ま
す
。

す
す
む

越
美

北
線
．

・
］
p
工
事

　

越
美
北
線
の
開
通
こ
そ
は
表
日

本
と
裏
日
本
と
を
結
ぶ
中
部
日
本

横
断
の
大
動
脈
で
あ
り
、
福
井
県

の
大
宝
庫
と
い
わ
れ
る
山
林
資
源

や
地
下
の
宝
庫
な
ど
の
開
発
、
輸

送
に
重
要
な
役
割
を
果
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

県
営
発
電
所
の
完
成
を
間
近
に

ひ
か
え
今
ま
た
打
波
、
富
田
、
壁

倉
の
三
発
電
所
の
開
設
に
よ
っ
て

最
大
出
力
十
二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

電
力
生
産
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

　

こ
う
し
た
電
力
源
は
直
接
生
産

に
役
立
つ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
さ
ら
に
固
定
資
産
税
や
交
付

金
お
よ
び
納
付
金
と
な
っ
て
確
実

な
市
の
財
源
と
し
て
永
久
に
市
政

を
う
る
お
す
こ
と
と
な
る
の
で
あ

り
ま
す
。

計
画
実
績
は

Ｒ
．
ｙ
パ
ー

《
D
セ
ン
ト

さ
ら
に
自
主
財
政
再
建
計
画
で

　

市
制
い
ら
い
建
設
五
ヵ
年
計
画

を
一
路
ま
い
進
し
、
そ
の
実
績
は

六
五
｛
I
セ
ン
ト
と
い
う
好
成
績

を
挙
げ
、
他
の
合
併
新
市
に
類
を

見
な
い
ほ
ど
の
成
果
を
収
め
て
い

ま
す
こ
と
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
と
団
結
の
現
れ
で
あ
り
ま
す
が

生
成
発
展
の
新
市
建
設
を
目
ざ
し

て
昨
年
度
で
は
道
路
、
学
校
、
農

林
振
興
の
三
重
点
施
策
を
立
て
そ

の
実
現
に
努
力
し
て
き
ま
し
た
が

本
年
度
は
さ
ら
に
中
小
企
業
の
育

成
を
加
え
て
積
極
的
に
建
設
面
へ

の
発
展
と
充
実
に
主
力
を
注
い
で

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
う
ち
に
も

健
全
財
政
を
堅
持
す
る
た
め
に
自

主
財
政
再
建
計
画
を
た
て
、
四
年

後
に
は
赤
字
の
解
消
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
日
一
日
と
市
民
福
祉

　

の
増
進
、
市
民
文
化
の
向
上
、

　

さ
ら
に
市
民
所
得
の
増
加
に
た

　

ゆ
み
な
く
市
政
運
営
に
進
ん
で

　

い
ま
す
。
い
ま
市
制
四
年
目
の

　

記
念
す
べ
き
日
を
迎
え
、
市
の

　

歩
み
の
あ
し
あ
と
を
カ
メ
ラ
と

　

数
字
に
よ
っ
て
眺
め
て
み
ま
し

　

よ
う
。
（
二
、
三
面
参
照
）

市政4重点

施策とは

そ
の
I
良
い
学
校
教
育
が
で
き
る

　

た
め
に

　

△
老
朽
校
舎
の
改
築
△
狭
い
校

　

舎
の
拡
張
△
学
校
施
設
の
充
実

　

ヘ
ー
完
へ
七
給
食
の
宛
施

そ
の
ニ
あ
た
ら
し
い
ま
ち
を
作
る
た
め
に

　

△
店
舗
改
装
資
金
の
貸
付
△
中
小
企
業
者
に

　

融
資
預
託
金
制
度
△
協
同
組
合
施
設
の
補
助

　

△
公
園
、
緑
地
、
防
火
水
路
の
建
設
な
ど
都
市

　

計
画
の
す
い
進
の
積
極
化

そ
の
三
索
し
い
田
園
が
生
ま
れ
る
た
め
に

　

△
農
林
道
の
新
設
改
良
事
業
△
土
地
の
乾
田

　

化
、
か
ん
が
い
排
水
の
工
事
△
農
業
実
験
室

　

の
建
設
△
畜
産
の
振
興
奨
励
、
植
林
の
奨
励

そ
の
四
市
の
総
合
発
展
が
な
さ
れ
る
た
め
に

　

△
道
を
広
げ
良
い
道
を
作
っ
て
村
か
ら
ま
ち
へ

　

ま
ち
か
ら
む
ら
へ
早
く
行
け
る
よ
う
に
す
る

　

△
古
い
橋
を
永
久
橋
に
か
け
か
え
る

　

△
河
川
の
改
修
工
事

　

「
写
真
説
明
」
①
新
農
村
建
設
事
業
で
で
き
た
農

道
（
川
島
地
籍
）
②
市
道
友
中
線
（
猪
島
地
籍
）

③
下
庄
小
学
校
の
前
景
④
銀
座
通
り
の
夜
景



‘
’
｀
゛
゜
゛
’
a
″

g
″
″
″
｀
あ
る
｛
g

市制四年を記ぷするめでたい日を

迎えて、全市民7｀）喜びもまた一L

おであります。いまここに太郎と

花子の「おおの見てある記」を編

集し令市民7｀Jみな1んにすぽら

レ。ヽ発展を続ける姿をまさ丿のま

まに見ていたゼいて今後伸展を

進める「しおり」としましよう

　

花
子
大
野
ｙ

に
た
・
つ
て
、
は
や
四

年
り
に
な
ろ
ん
で
す

っ
て
丿
・
。
）
ど
の
室
ち

を
見
て
も
十
い
、
。
・
‐
い
ん

芙
し
く
な
り
ま
し
た

ネ
。
き
れ
い
な
お
店

夜
i
＜
…
バ
ユ
f
よ
う

な
ネ
オ
ン
の
師
き
、

道
路
も
舗
装
に
変
っ

＼
J
…
…

　

太
に
そ
う
だ
ネ

や
っ
ぱ
り
市
と
い
う

大
き
な
力
の
お
か
け

だ
よ
。
そ
れ
に
巾
役

所
で
は
商
店
・
び
断
・
乞

行
っ
て
、
店
の
改
」

や
ネ
オ
ン
の
取
付
け

に
禎
助
金
を
で
し
た

り
、
お
金
を
借
し
た
り
し
て
い

ま
す
か
ら
…
…

　

花
于
こ
の
う
え
汽
車
が
っ

い
た
り
発
電
所
が
で
き
る
と
、

こ
れ
以
上
に
よ
く
な
り
ま
す
ね

　

太
郎
大
野
市
の
魅
力
は
越

美
北
線
の
開
通
と
豊
冨
な
電
力

供
給
地
で
あ
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
大
野
に
た
く
さ
ん
の
地
下

資
源
と
山
林
資
源
の
あ
る
こ
と

で
す
よ
。

　

花
子
ら
れ
し
い
こ
と
で
す

ね
。

　

太
郎
こ
こ
が
汽
車
の
涌
る

線
路
で
す
。
あ
ち
ら
が
富
田
発

町
所
の
で
き
る
所
で
す
。

　

花
子
こ
こ
に
こ
ん
な
大
き

な
道
が
で
き
た
の
で
す
ネ
。

　

太
郎
も
と
は
狭
い
逆
で
自

動
軍
が
通
る
の
が
ヤ
ツ
ト
だ
っ

た
の
で
す
が
…
…

　
　

子
こ
ん
な
広
」
道
に
す

る
に
は
ず
い
。
ふ
ん
お
金
が
か

か
っ
た
で
L
よ
う
ネ
。

　

太
に
市
政
の
四
重
点
施
策

の
一
つ
に
識
路
の
新
設
や
改
修

が
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
か

ら
。
大
野
市
の
市
道
は
五
百

ニ
ト
八
線
も
か
っ
て
、
こ
の
延

長
は
三
十
五
万
一
千
九
丿
五
十

五
米
も
あ
る
そ
う
で
す
か
ら
、

距
離
で
は
大
野
か
ら
姫
路
へ
行

く
ほ
ど
の
長
い
も
の
で
す
。
そ

こ
で
こ
の
修
せ
ん
や
改
修
も
中

々
骨
折
り
で
す
ヨ
。

　

花
子
四
重
点
施
策
と
い
う

　

太
郎
限
ら
れ
た
財
政
で
た

く
さ
ん
の
事
業
を
L
よ
う
と
思

つ
て
も
な
か
な
か
で
き
ろ
も
の

で
な
い
の
で
、
八
方
に
手
心
だ

し
～
結
一

局
「
仏
作
一

つ
で
魂
入
一

れ
ず
」
に

な
る
か
ら

で
そ
。

そ
こ
で
全

部
の
人
が

恩
忠
を
受

け
る
こ
ら

な
大
切
な

事
業
で
将

来
も
っ
と

も
市
民
の

利
益
と
な

る
重
要
な

こ
と
に
重

点
を
置
く

こ
と
必

※
で
す
。
こ
れ
が
ほ
ぼ
四
つ
あ

る
の
で
す
。

　

花
子
そ
の
四
つ
と
い
う
の

は
？

　

太
郎
第
一
に
学
校
、
第
二

に
中
小
企
業
の
発
展
を
、
第
三

に
は
農
林
業
の
振
興
、
そ
れ
に

道
路
の
四
つ
で
す
ヨ
。

　

花
子
ま
あ
ス
パ
ラ
シ
イ
／

立
・
派
な
講
堂
ネ
。

　

大
郎
こ
れ
が
市
ご
自
慢
の

大
講
堂
で
す
よ
。
こ
の
春
完
成

L
た
上
庄
小
学
校
の
講
堂
で
す

　

花
子
ア
ラ
／
田
園
の
真

中
に
こ
ん
な
大
き
な
道
や
川
が

で
な
‘
た
の
ネ
。

　

太
郎
こ
れ
は
ネ
。
肥
料
や

収
嘔
物
の
連
搬
を
機
械
化
し
て

作
業
能
率
を

お
け
る
た
め

で
す
。
以
前

は
こ
こ
ら
あ

た
り
は
、
人

の
背
中
や
則

で
迪
搬
し
た

七
の
で
し

ｙ
た
が
ネ
。
こ
の
川
は
・
タ
マ

田
を
カ
t
f
v
田
に
1
’
た
り
、
水
の

欲
1
い
時
に
十
分
水
が
あ
て
ら

れ
る
よ
5
に
す
る
た
め
で
す
。

い
室
ま
で
一
回
L
か
作
物
が
取

れ
な
か
っ
た
田
を
二
回
も
三
回

も
作
り
が
取
れ
る
よ
ら
に
す
る

た
め
で
す
。

　

花
子
あ
ち
ら
で
も
大
き
な

川
や
道
を
見
ま
し
た
ネ
。

　

太
郎
え
I
と
、
市
に
な
っ

て
か
ら
長
道
が
一
万
九
千
米
、

水
路
が
一
万
六
千
米
で
き
た
そ

う
で
す
ヨ
。

　

花
子
立
派
な
建
物
／
・
こ

れ
は
な
ん
で
し
よ
う
。

　

太
郎
こ
れ
は
大
野
保
育
園

と
言
っ
て
三
十
年
の
七
月
に
完

成
し
た
も
の
だ
よ
。
足
手
ま
と

い
に
な
る
幼
い
子
供
を
あ
ず
か

つ
て
親
が
安
心
し
て
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
し
ま
た
一
つ
建
つ
そ
う
で

す
。

　

花
子
こ
ん
な
美
し
い
庄
宅

な
ら
は
い
り
た
い
わ
ネ
。

　

太
郎
市
営
住
宅
で
す
ヨ
。

市
営
住
地
は
ぶ

い
玄
ま
た
ニ
ナ
リ
建
築
の
予
定

の
よ
う
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

が
向
う
の
方
に
あ
り
ま
す
。
素

敵
で
す
ネ
。

　

花
子
K
子
さ
ん
の
所
に
部

落
電
話
が
で
き
た
ん
で
す
っ
て

急
川
の
と
き
な
ど
す
ぐ
電
話
で

話
が
で
き
て
と
て
も
便
利
だ
っ

て
い
っ
て
ま
し
た
ヨ
。

　

大
郎
大
野
は
消
防
暑
が
で
き
て
一
年
と

十
ヵ
月
に
な
る
ネ
。
陶
動
力
と
よ
く
訓
練
さ

れ
た
団
員
の
お
か
げ
で
い
っ
も
大
火
の
心
配

も
な
く
安
心
し
て
暮
し
て
い
ら
れ
る
。
ご
苦

労
さ
ん
だ
と
思
う
ね
。

　

花
子
わ
た
1
た
も
の
「
ま
ち
」
が
こ
ん

な
に
住
み
よ
く
な
っ
て
行
く
と
思
う
と
と
て

も
楽
し
い
て
す
ね
。

（
写
真
説
明
）
上
段
①
銀
座
通
り

②
冨
田
罪
電
所
③
真
名
川
鉄
橋

④
市
道
下
荒
井
翼
生
線
。
七
板

地
籍
の
腎
、
旧
贈
⑤
上
庄
小
学

校
講
堂
④
水
路
と
畏
道
（
川
島

地
籍
）
下
段
右
①
保
育
園
内
外

⑦
巾
営
住
宅
（
中
津
川
地
籍
）
④

部
‥
洛
電
話
（
不
勁
堂
い
④
消
防
車

弓管萌緊寵習y

太郎と花子の市政漫遊

三
ヵ
年
間
に

九
億
九
千
万
円

f
一
な
い
か
ら
今
年
の
三
月

ま
で
に
便
っ
た
む
金
4
－
＜
九
億
九

千
万
円
で
す
。
こ
の
お
金
の
う

ち
学
校
の
建
築
や
道
路
、
橋
な

ど
を
作
る
た
め
に
使
っ
た
お
金

　
　

一
位
一
。
‐
万
円
、
国
民
健
康

保
険
や
か
如
所
に
使
っ
た
お
金

が
一
位
二
千
万
円
に
な
っ
て
い

ま
す
。
9
校
は
下
庄
小
学
校
校

舎
、
上
圧
小
学
校
講
堂
、
有
終

中
学
校
特
別
教
室
、
有
終
西
校

特
別
教
室
、
有
終
南
小
学
校
1

通
教
室
、
小
山
小
学
校
。
嵐
分

校
、
六
呂
師
分
校
、
蕨
生
小
学

校
な
ど
の
ほ
か
乾
側
小
中
学
校

外
六
校
の
給
介
施
設
を
完
備
し

て
い
ま
す
。
農
道
一
万
九
千
六

い
日
米
、
水
路
一
万
五
千
五
百
米

林
道
一
万
一
千
年
日
米
、
植
林

七
百
三
十
四
町
歩
、
道
路
の
改

良
七
千
八
丿
六
十
米
、
橋
の
か

け
か
え
十
ヵ
所
、
水
路
四
百
八

十
六
米
、
簡
易
水
道
十
二
ヵ
所

利
用
戸
数
六
七
日
四
十
九
戸
、
部

落
電
話
七
ヵ
所
、
恩
恵
戸
数
二

い
日
六
十
六
戸
、
市
営
住
宅
四
十

戸
。



一
、
七
九
〇
万
円

2
5
議
案
を
可
央
第20回

定例市会

一般会計

追加予算

第
二
十
回
定
例
市
議

会
は
六
月
二
十
一
日

午
後
一
時
か
ら
下
庄

出
張
所
に
お
い
て
開

か
れ
、
次
の
二
十
五
議
案
に
つ
い
て

慎
竃
審
議
の
の
ち
全
議
案
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
同
七
時
三
十
分
散
会

し
ま
し
た
。

森
嶋
議
長
は
開
会
を
宣
言
し
斎
藤
市

長
が
あ
い
さ
っ
の
の
ち
I
た
ん
休
憩

こ
の
間
、
委
員
長
会
議
が
あ
っ
て
一

時
十
分
再
開
、
川
崎
総
務
委
員
長
か

ら
議
事
日
程
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ

を
決
め
て
議
事
に
は
い
り
ま
1
た
。

池
田
助
役
か
ら
上
提
議
案
の
説
明
が

あ
り
、
終
っ
て
活
発
に
一
般
質
問
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
が
、
午
後
六
時

こ
れ
を
打
切
り
請
願
、
陳
悄
と
と
も

に
昏
委
員
会
に
付
託
、
本
会
議
は
I

た
ん
休
憩
し
各
委
員
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
同
七
時
七
分
再
開
、
各
委
員

長
か
ら
報
告
が
あ
っ
て
二
十
五
議
案

を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ロ‐議

一
注
）
紙
面
の
都
合
で
主

な
議
案
の
み
に
つ
い
て

説
明
い
た
し
ま
す
。

△
専
決
第
四
十
二
号

昭
和
三
十
二
年
度
特
別

会
計
大
野
市
発
電
所
建

設
事
業
土
地
買
牧
補
償
費
歳
入
歳
出

予
算
審

発
電
所
建
設
用
地
買
収
の
た
め
、

七
千
三
百
三
十
八
万
一
千
八
百
円

の
特
別
会
計
予
算
が
組
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
五
千
三
百
三
十
八

万
八
百
円
が
会
社
負
担
で
、
残
り

の
二
千
万
円
は
市
が
会
社
か
ら
無

利
子
で
借
り
受
け
た
も
の
で
す
。

こ
の
金
の
返
済
は
今
後
発
電
施
設

に
よ
っ
て
増
収
と
な
る
固
定
資
産

税
に
よ
っ
て
充
て
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

△
議
案
第
四
十
三
号
自
主
財
政
再

建
計
画
策
定
に
つ
い
て

法
の
定
め
に
よ
っ
て
赤
字
の
解
消

計
画
を
た
て
て
議
会
の
承
認
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
市
で

は
人
件
費
や
消
費
的
経
費
の
節
約

に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
五
年
度
ま

で
に
は
黒
字
財
政
に
す
る
計
画
を

た
て
議
会
の
承
認
を
得
た
の
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
計
画
の
内
容
は
昭
和
二
十
九

年
度
、
合
併
当
時
の
赤
字
を
昭
和

三
十
年
度
で
三
千
四
百
二
十
一
万

五
千
円
、
昭
和
三
十
一
年
度
二
千

七
百
三
十
九
万
五
千
円
に
、
昭
和

三
十
二
年
度
二
千
五
十
四
万
五
千

円
、
昭
和
三
十
三
年
度
一
千
三
百

六
十
九
万
五
千
円
、
昭
和
三
十
四

年
度
六
百
八
十
四
万
五
千
円
、
昭

和
三
十
五
年
度
赤
字
解
消
、
昭
和

三
十
六
年
度
で
は
百
万
円
の
黒
字

財
政
と
な
り
ま
す
。

△
議
案
第
四
十
四
号
大
野
市
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
選
任
の

同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
と
な
っ
た
玉
村
正
弥
氏

の
後
任
に
上
据
、
森
谷
久
寿
氏
を

決
め
ま
し
た
。

△
素
案
第
四
十
五
号
大
野
市
公
平

委
員
会
委
員
選
任
に
つ
い
て

森
広
治
兵
衛
氏
任
期
満
了
の
た
め

後
任
に
清
水
、
井
部
一
敏
氏
を
決

め
ま
し
た
。

△
議
案
第
四
十
六
号
昭
和
三
十
二

年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
更
正

予
算こ

の
追
加
予
算
の
総
額
は
一
千
七

百
九
十
万
四
百
円
で
、
当
初
予
算

を
合
せ
る
と
二
億
五
千
九
百
八
十

七
万
二
千
二
百
円
と
な
り
ま
し
た

こ
れ
は
当
初
予
算
編
成
当
時
に
未

確
定
で
あ
っ
た
補
助
事
業
が
主
に

な
っ
て
い
ま
す
。

行
う
事
業
と
し
て
は
消
防
自
動
車

ポ
ン
プ
（
タ
ン
ク
車
）
の
購
入
、

七
間
線
、
春
日
線
、
善
導
寺
川
の

工
事
、
都
市
計
画
事
業
補
償
、
敦

育
委
員
会
に
指
導
主
事
設
置
負
担

金
。
市
営
住
宅
二
十
戸
新
築
、
林

道
災
害
復
旧
工
事
な
ど
で
す
。

△
議
案
第
四
十
七
号
大
野
市
火
災

予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

火
災
警
報
発
令
中
、
公
衆
浴
場
な

ど
営
業
上
や
む
を
え
ず
火
気
を
取

扱
う
場
合
に
は
消
防
署
に
届
出
を

し
て
指
示
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
（
以
下
欠
条
は
略
）

△
議
案
第
五
十
一
号
大
野
市
農
業

委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

選
挙
委
員
の
定
数
は
三
十
人
と
な

り
選
挙
区
ご
と
の
委
員
の
定
数
は

第
一
選
挙
区
（
旧
大
野
町
、
旧
下

庄
町
、
旧
乾
側
村
の
区
域
）
九
人

第
二
選
挙
区
（
旧
小
山
村
、
旧
上

庄
村
の
区
域
）
十
人
、
第
三
選
挙

区
（
旧
宮
田
村
、
旧
阪
谷
村
、
旧

五
箇
村
の
区
域
）
十
一
人
、
こ
れ

は
今
後
行
わ
れ
る
選
挙
委
員
の
一

般
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

Λ
議
案
第
五
十
九
号
大
野
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
委
嘱

に
つ
い
て

1
被
保
険
者
を
代
表
す
る
委
員
五

　

名

　

西
川
長
農
助
、
玉
村
忠
雄
、
永
田

　

守
、
飯
田
房
吉
、
林
達
也

2
医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
を
代
表

　

す
る
委
員
五
名

　

臼
井
泰
蔵
、
岩
治
勇
一
、
白
崎
進

　

松
田
彦
洽
、
尾
山
弘

3
公
益
を
代
表
す
る
委
員
五
名

　

砂
子
貞
吉
、
松
田
操
、
石
田
政
治

　

南
正
雄
、
二
梢
津
忠
右
衛
門
の
各
氏

　

に
決
ま
り
ま
し
た
。

△
議
案
第
六
十
号
市
有
財
産
の
処

分
に
つ
い
て

　

旧
下
庄
小
学
校
、
お
よ
び
旧
上
庄

　

小
学
校
講
堂
の
払
下
げ
に
つ
い
て

　

承
認
。

△
議
案
第
六
十
二
号
大
野
市
農
業

委
員
会
委
員
の
推
せ
ん
に
つ
い
て

大
野
地
区
松
山
賢
一
、
上
庄
地
区

中
川
甫
、
阪
谷
地
区
田
原
彦
兵
衛

飯
岡
彦
兵
衛
、
五
箇
地
区
広
瀬
重

孝
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。

建
設
的
な
意
見
が
ぞ
く
出

『
市
政
を
龍
く
夕
』

六
月
十
八
日
午
後
八
時
か
ら
大
野
公

民
館
で
市
政
を
聴
く
夕
が
開
か
れ
玄

1
た
。
主
催
者
側
の
大
野
公
民
館
、

大
野
地
区
区
長
会
、
大
野
地
区
婦
人

会
、
市
役
所
か
ら
は
市
長
、
総
務
課

長
、
建
設
課
長
、
保
健
課
長
、
民
生

課
長
、
消
防
署
長
、
議
会
側
で
は
森

嶋
議
長
、
川
崎
総
務
委
員
長
、
土
田

砂
子
、
四
方
、
高
田
、
近
藤
、
加
藤
の

昏
市
会
議
員
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
出
席
し

そ
の
ほ
か
一
般
の
聴
衆
者
の
方
々
約

百
名
余
り
で
活
発
に
質
問
や
応
答
が

繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
午
後
十
一
時
閉

会
し
ま
し
た
。
あ
ら
ま
し
は
次
の
と

お
り
で
す
。
（
O
質
問
、
△
答
）

O
旧
大
野
町
国
民
健
康
保
険
の
再
開

に
つ
い
て
は
第
一
回
国
保
の
中
止
と

な
っ
た
当
時
の
未
徴
収
額
、
徴
収
済

額
。
そ
の
他
経
理
を
明
か
に
し
た
も

の
を
書
面
で
関
係
市
民
に
知
ら
せ
て

ほ
し
い
。

　

△
刷
物
に
し
て
回
覧
す
る
。

O
国
保
再
開
に
あ
た
っ
て
は
診
断
、

投
薬
な
ど
に
つ
い
て
保
険
加
入
者
の

利
益
に
な
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
て
ほ

し
い
。

　

△
再
開
に
つ
い
て
は
医
師
会
の
協

　

力
を
得
て
い
る
の
で
心
配
は
な
い

○
工
場
の
騒
音
の
た
め
深
夜
の
安
眠

が
で
き
な
い
か
ら
、
騒
音
防
止
条
例

を
作
っ
て
取
締
っ
て
ほ
し
い
。

　

△
商
工
課
と
話
し
あ
っ
て
研
究
す

　

る
。

○
糞
尿
の
汲
取
料
が
高
い
が
市
営
で

行
う
考
え
は
な
い
か
。

　

△
現
在
、
三
社
ほ
ど
許
可
の
申
請

　

が
あ
る
の
で
今
後
各
社
が
話
し
あ

　

え
ば
安
く
な
る
と
思
う
。
現
在
の

　

汲
取
料
奄
他
市
に
比
べ
る
と
高
い

　

も
の
で
は
な
い
。

○
川
ご
ミ
の
除
去
を
市
に
申
込
ん
で

も
取
り
に
き
て
く
れ
な
い
。
市
役
所

の
係
は
職
責
任
で
あ
る
。

　

△
調
べ
て
善
処
す
る
。

O
春
日
野
市
営
住
宅
に
防
火
用
水
を

設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

△
近
く
第
一
号
幹
線
水
路
工
事
に

1
手
し
防
火
の
万
全
を
期
し
た
い

　

（
以
下
略
）

（
熱
心
な
質
疑
応
答
の
I
コ
マ
）

公売公告
一
、
物
件
の
表
示
大
野
市
中
野
四
一
号
八
番
地

一
、
建
物
の
種
類
下
庄
小
学
校
旧
校
舎

一
、
建
物
の
区
分
イ
第
一
号
木
造
二
階
建
瓦
葺
延
一
四
〇
坪

　
　
　
　
　
　
　
　

口
第
二
号
同
右
一
二
〇
坪

　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
第
三
号
同
右
一
八
〇
坪
計
四
四
〇
坪

右
建
物
を
区
分
毎
に
公
売
す
る
か
ら
買
受
を
希
望
す
る
も
の
は
現

地
、
現
物
な
ら
び
に
入
札
心
得
1
を
熟
覧
の
上
入
札
せ
ら
れ
た
い

　

右
公
告
す
る

昭
和
三
十
二
年
七
月
五
日
大
野
市
長
斎
藤
重
雄

一
、
公
売
の
方
法
入
札
一
、
入
札
並
に
開
票
場
所
市
役

　

所
市
長
室
一
、
入
札
の
日
時
七
月
十
七
日
午
後
一
時

一
、
契
約
保
証
金
百
分
の
十
一
、
加
入
保
証
金
百
分
の
五
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